
市町村財政比較分析表市町村財政比較分析表市町村財政比較分析表市町村財政比較分析表((((平成平成平成平成16161616年度決算年度決算年度決算年度決算))))
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全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均
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北海道市町村平均北海道市町村平均北海道市町村平均北海道市町村平均

0.260.260.260.26
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.46

1.71

0.83

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.46

小樽市の比率

財政構造財政構造財政構造財政構造のののの弾力性弾力性弾力性弾力性

経常収支比率経常収支比率経常収支比率経常収支比率 [102.4%][102.4%][102.4%][102.4%]

類似団体内順位
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全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均
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起債制限比率起債制限比率起債制限比率起債制限比率 [15.1%][15.1%][15.1%][15.1%]

類似団体内順位
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全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均
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人口人口人口人口1111人当人当人当人当たりたりたりたり地方債現在高地方債現在高地方債現在高地方債現在高 [[[[507507507507,,,,204204204204円円円円]]]]

類似団体内順位
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全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均
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給与水準給与水準給与水準給与水準のののの適正度適正度適正度適正度（（（（国国国国とのとのとのとの比較比較比較比較））））

ラスパイレスラスパイレスラスパイレスラスパイレス指数指数指数指数 [90.3][90.3][90.3][90.3]

類似団体内順位
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全国市平均全国市平均全国市平均全国市平均
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類似団体内順位
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全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均
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財政構造財政構造財政構造財政構造のののの弾力性弾力性弾力性弾力性

公債費負担公債費負担公債費負担公債費負担のののの健全度健全度健全度健全度

定員管理定員管理定員管理定員管理のののの適正度適正度適正度適正度

給与水準給与水準給与水準給与水準のののの適正度適正度適正度適正度
（（（（国国国国とのとのとのとの比較比較比較比較））））

将来負担将来負担将来負担将来負担のののの健全度健全度健全度健全度

類似団体平均類似団体平均類似団体平均類似団体平均

小樽市小樽市小樽市小樽市
※※※※類似団体平均類似団体平均類似団体平均類似団体平均をををを100100100100としたとしたとしたとした
　　　　ときのときのときのときの比率比率比率比率でででで表表表表したしたしたした。。。。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄分析欄分析欄分析欄
・財政力指数
  長引く景気低迷による個人・法人関係の減収、さらには人口減少と全国平均を大きく上回る高齢化（６５歳以上の占める割合は約２７％（平成16年度末現在））、大型百貨店
の撤退等で財政基盤が弱く、類似団体平均を大幅に下回っている。現在、「財政再建プラン」を策定し、職員給与の独自削減（H16-3%、H17-5%、H18-7%）をはじめ、退職者不補
充等で、職員数の削減をして人件費を削減し、投資的経費においては事業を厳選することで、抑制するなど、歳出の徹底的な見直しを実施すると共に、税収の徴収率向上対
策をとって歳入確保に努める。
・経常収支比率
  財政の硬直化が進んでいる状況において、現在、市税の収納率向上対策や各施設の使用料の見直しによる歳入確保を行い、歳出においては16年度から実施している職員
給与の独自削減（H18は7%）をはじめ、退職者不補充等により人件費を削減、事業の廃止・縮小、民間委託、指定管理者制度の活用により経常経費の削減に努め、経常収支
の比率を低下させていく。
・起債制限比率
  過去の普通建設事業の公債費償還の増により14年度に起債制限比率が14%を越えて現在、公債費負担適正化計画を策定しています。16年度に償還のピークを迎え、今後、
減少に転ずるものと見込まれますが、今後とも緊急度、住民のニーズ等を的確に把握し、事業を厳選することで、市債の新規発行を抑制し、また、償還額の平準化を行い、起
債制限比率の低下に努めていく。
・ 人口一人当たり地方債現在高
  類似団体平均を大幅に上回っている主な要因としては、平成３年度から平成７年度の建設事業等であるが、新規地方債の発行の抑制等により類似団体平均の水準となるよ
う努める。
・ラスパイレス指数
　小樽市新行政改革実施計画（第３次改訂）に基づき、平成１５年度改定後給料表比較で、平成１６年度においては一律３％、平成１７年度においては一律５％の独自削減を
行った。これにより、ラスパイレス指数は、平成１６年度は９３．２、平成１７年度は９０．３と、類似団体の中では最低水準にある。
　平成１８年度においては、同様に一律７％の独自削減を実施するとともに、特殊勤務手当その他の手当の見直しを行い、より一層の給与の適正化に努める。
・人口１，０００人当たりの職員数
　海岸に沿った細長い地理的状況から支署出張所を置き必要な消防力を確保していること及び２つの市立病院を抱えていることから、類似団体平均を上回っている。
　消防については長期構想に基づく適正配置計画を実施中であり、市立病院についてもその統合に向けて計画を策定しているところである。その他の職員も含め、平成１１年
度から平成１６年度にかけて２５９人、１１．２％の削減を行ってきたが、平成１７年度以降についても、一般事務職員及び技術職員は必要最小限の採用に抑制し、また、民間
委託による労務職員の不補充などにより、平成２１年度末までにさらに２００人削減する計画である。


